
空き家調査アプリ「空き家しらべーたー」について

川西市 都市政策部 住宅政策課



川西市の概要

●人口約16万人の住宅都市。

●兵庫県の南東部に位置し、市域は約53.44㎢で南北
に長い地形。

●大阪駅まで約20分でたどり着けるなど、交通の利便
性が高い。

●昭和40年代、中部や北部に大規模なニュータウンが

開発され、人口が急増。
●全国に先駆けて「川西市住宅地造成事業に関する

指導要綱」を施行。指導要綱による開発業者との
協議スタイルは、「川西方式」として全国に広がった。
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川西市のニュータウン

●現在、大規模ニュータウンに居住する人口は、全人口の約４割を占める。
●初期のニュータウンは、周辺の緑地と調和した落ち着きのある街並みが育まれた。
●近年、急速な高齢化や施設の老朽化など、ニュータウンの高齢化問題が顕在化。
●持続可能な住宅地に向け、ニュータウン居住者の世代交代が求められており、空

き家の発生抑制や流通促進などへの取り組みが急務である。
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川西市におけるニュータウンの現状



空き家把握の課題

●空き家の位置情報などを可視化して管理できていなかった。
●発見から解決まで一元的に管理できていなかった。
●最新の空き家を把握し続けるには、職員だけではマンパワーが不足していた。

●以前の空き家調査

空き家の把握を一過性に終わらせず、データを更新しやす

い仕組みが必要。
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●市民がスマートフォンのアプリを使って、容易に空き家を調査できるシステム。

調査結果は、直接「データベース（kintone）」へ送信されるため、データ更新

を効率的に行える。
●アプリは誰でも容易に操作可能。アプリと連動させて、効果的なデータベースが構築

できるとの判断から、本格稼働を決定。（令和3年度6月議会で予算化）

空き家調査アプリについて（概要）
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アプリの使用画面

メニュー画面 写真撮影調査結果選択画面 写位置情報登録



空き家調査アプリの使用方法
（動画視聴：約1分30秒）
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クラウドサービスを活用したデータベース
送信された空き家情報は、クラウドサービス「kintone」を

利用したデータベースで、管理。

8データ管理画面



空き家位置情報の表示

GPSを利用し、空き家の位置を地図上で表示。

9空き家位置図（広域） 空き家位置図（詳細）



完成した調査アプリを空き家調査に導入(令和3年度）

空き家調査アプリを使って空き家調査を実施したことで、地図に紐付けしたデータベー
スとして管理できるようになった。また、短期間で調査を完了させた。

※空き家対策ナビゲーターとは、国交省のモデル事業として
NPOと市が協働で開催した養成講座を受講し、空き家の知識を習得した市民相談員。

アプリの活用事例～市内全域における空き家調査～

年度 R2紙 R3紙 R3アプリ 合計

地
区
数

北部地区 10 0 38 48 
中部地区 28 20 28 76 
南部地区 0 8 49 57 
合計 38 28 115 181 
割合 21.0% 15.5% 63.5% 

所要期間 4か月 3か月 4か月
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アプリを使用した調査の様子

（空き家対策ナビゲーター）

「空き家対策ナビゲーター」※が調査を実施

調査した地区の数及び所要期間



●地域の実情に詳しい市民が調査員となったことで、ご近所し
か知り得ない 「空き家を特定するための情報」が取得できた。

住宅戸数 空き家数 空き家率
南部 16,518 1,121 6.79% 

中部 21,431 968 4.52% 

北部 10,530 361 3.43% 

合計 48,479 2,450 5.05% 

空き家調査の成果
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調査結果



調査データ活用事例～空き家マッチング制度のPR～

空き家マッチング制度 「空き家をつなご！」

市民 行政 専門家団体

空き家流通対策会議空き家対策ナビゲーター 川西市住宅政策課

空き家問題で困って
いる人の相談を聞き
対応策を提案

地域をよく知る市民が
空き家を掘り起こす

データベース化
所有者調査
制度への登録PR

空き家調査後、市より所有者あてに、流通活用を促すため、
空き家マッチング制度を文書でPR（郵送）

＜市の制度との連携＞

リーフレット
12活用事例



＜令和２年度＞
全庁的に行政課題の解決手法として、民間IT企業などと行政職員が協働する新た

な行政・地域課題解決プロジェクト「アーバン・イノベーション・ジャパン」※を活用

「官民連携で空き家のデータベースを構築・活用し、今までにない空き家の流通

基盤をつくりたい！」というテーマを掲げ、プロジェクトに参加

テーマに沿う「民間IT企業（ノーコードアプリ開発業者）」を選定

実証実験を行った結果、導入を決定

※一般社団法人「アーバン・イノベーション・ジャパン」が提供する自治体の課題とスタートアップ・民間企業を
マッチングするオープンイノベーション・プラットフォームの名称。

＜令和３年度＞
選定した民間IT企業と業務委託契約

開発の経緯
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●空き家に見立てた公共施設を対象に現地調査。使いやすさなどを確かめた。

●空き家調査アプリを使うことで、調査時間や用具を持参する手間が大幅に
削減され負担なく調査できた。

●現場からデータベースに簡単に送信できた。結果をまとめて送信も可能
だったので、Wi－Fi環境の整った場所からデータを送信できた機能が便利

だった。
●操作感についてアンケートを実施した結果約８８％の人が「良い」と回答。

回 実施日 調査施設 参加者 人数
第1回 令和3年2月1日 市役所周辺の公共施設 都市政策部職員 7人

第2回 令和3年3月2日 清和台の公共施設 空き家対策ナビゲーター、NPO 9人

第3回 令和3年3月16日 市役所周辺の公共施設 空き家対策ナビゲーター、NPO 10人

調査アプリの実証実験について
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●アプリ使用者の使い勝手（入力の手間）と目標達成に必要な
データ量とのバランス調整に苦労した。

●開発時に、トライ＆エラーを繰り返すため、アプリの微調整に
要する時間がかかった。

●市全体の情報政策に関する計画との摺り合わせ（内部調整）
に時間がかかった。

苦労した点
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課題 改修の検討案

データ軽量化のため、写真の画質を
最低レベルにしており、庁内では使用
できるが、所有者への情報提供には
使用できない。

クラウドサーバーの容量と、必要画質
の比較検討を行う。

アプリ起動→入力→送信まで時間が
かかる。

必要情報のさらなる精査を行い、
入力項目の簡略化を検討。

地図上に空き家の位置情報しかなく、
関連情報が入っていない。また、統計
処理が行えない。

統計処理が行えるように、GIS（地理
情報システム）を用いて、位置情報の
管理を検討。
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導入後アプリの課題と改修の検討案



●空き家対策計画での活用
川西市の「空家等対策計画」（H28策定）の見直しに、アプリを使
用して得た空き家情報を活用し、今後の空き家対策を検討する。

●地域から空き家情報を入手するスキームの構築
地域で新たな空き家が見つかった際に、調査アプリを使って情
報共有をしてもらい、地域と連携して空き家を把握する。

今後の展望
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ご清聴ありがとうございました

きんたくん


